
(57)【要約】

　【課題】　本発明は、ダム貯水池における放流時の水

の濁りを抑えることにより汚濁水の流出を防止し、下流

側河川の水質低下を防ぐ汚濁防止装置を提供する。

　【解決手段】　上端にフロート５を備え、下端部にウ

エイトチェーン３を装着している汚濁防止膜２を、ダム

堤体Ｄから上流側に距離を設けてダム堤体Ｄと略平行に

設置し、貯水の底層部より上方側を、汚濁防止膜２にて

上流側と下流側とに仕切ることにより、下流側の貯水の

濁りを防止する汚濁防止装置１において、フロート５を

浮沈式フロート単体５ａと固定式フロート単体５ｂとで

構成し、浮沈式フロート単体５ａを貯水の底層部よりも

上方において沈下させて、貯水の上層部を汚濁防止膜２

の上流側から下流側へ流通させるようにする。

【選択図面】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 端 に フ ロ ー ト を 備 え 、 下 端 部 に チ ェ ー ン 等 の 重 錘 を 装 着 し て い る 汚 濁 防 止 膜 を 、 ダ ム
堤 体 か ら 上 流 側 に 距 離 を 設 け て 前 記 ダ ム 堤 体 と 略 平 行 に 設 置 し 、 貯 水 の 底 層 部 よ り 上 方 側
を 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に て 上 流 側 と 下 流 側 と に 仕 切 る こ と に よ り 、 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防
止 す る 汚 濁 防 止 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 前 記 フ ロ ー ト の 少 な く と も 一 部 を 、 貯 水 の 底 層 部 よ り も 上 方 に お い て
沈 下 さ せ る こ と に よ り 、 貯 水 の 上 層 部 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 か ら 下 流 側 へ 流 通 さ せ る
よ う に 構 成 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 汚 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 端 に フ ロ ー ト を 備 え 、 下 端 部 に チ ェ ー ン 等 の 重 錘 を 装 着 し て い る 汚 濁 防 止 膜 を 、 ダ ム
堤 体 か ら 上 流 側 に 距 離 を 設 け て 前 記 ダ ム 堤 体 と 略 平 行 に 設 置 し 、 貯 水 の 底 層 部 よ り 上 方 側
を 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に て 上 流 側 と 下 流 側 と に 仕 切 る こ と に よ り 、 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防
止 す る 汚 濁 防 止 装 置 で あ っ て 、
  前 記 フ ロ ー ト の 長 手 方 向 の 一 部 を 浮 沈 式 フ ロ ー ト で 構 成 し 、 こ の 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 水 面
に 浮 上 さ せ た 際 弛 ん だ 状 態 と な る よ う に 余 長 を 持 た せ 、 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 貯 水 の 底
層 部 よ り も 上 方 に お い て 沈 下 さ せ る こ と に よ り 、 貯 水 の 上 層 部 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側
か ら 下 流 側 へ 流 通 さ せ る よ う に 構 成 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 空 気 を 充 填 可 能
な 構 成 に し て 給 排 気 す る こ と に よ り 浮 沈 可 能 に し 、 排 気 し た 前 記 フ ロ ー ト の 沈 下 さ せ る 部
分 、 若 し く は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 少 な く と も 前 記 重 錘 の 重 み で 沈 下 さ せ る よ う に 構 成
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 汚 濁 防 止 膜 に お け る 、 貯 水 の 上 層 部 よ り 下 側 に 該 当 す る 位 置 に 、 横 方 向 に 抗 流 水 圧
ベ ル ト を 装 着 し 、 同 抗 流 水 圧 ベ ル ト の 両 端 を ア ン カ ー 等 に 取 り 付 け て 張 設 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 重 錘 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 下 端 部 に 連 続 し て 設 け 、 前 記 重 錘 の 両 端 を 係 留 索 で ア ン カ
ー 等 に 取 り 付 け て 張 設 す る こ と に よ り 、 前 記 重 錘 を 流 水 圧 に 抗 す る テ ン シ ョ ン 部 と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 の 下 端 部 、 ま た は そ の 沈 下 さ せ る 部 分 の
汚 濁 防 止 膜 の 上 端 部 の い ず れ か 、 或 は 、 少 な く と も 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト の 下 端 部 、 ま た は
前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 備 え た 汚 濁 防 止 膜 の 上 端 部 の い ず れ か に 、 チ ェ ー ン 等 の 沈 下 用 補 助
重 錘 を 設 け て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 水 面 に 浮 か べ て
設 置 し た 浮 き 子 に 索 で 連 結 す る こ と に よ り 、 前 記 フ ロ ー ト の 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮
沈 式 フ ロ ー ト の 沈 下 深 さ を 制 限 し た 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ダ ム 貯 水 池 に 貯 え ら れ て い る 水 の 濁 り を 抑 え る こ と に よ り 、 放 流 時 に お け る
汚 濁 水 の 流 出 を 防 止 す る 汚 濁 防 止 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 従 来 、 ダ ム 貯 水 池 の 水 の 濁 り を 防 止 す る 装 置 と し て 、 上 端 に フ ロ ー ト を 備 え 、 且 つ 下 端
部 に チ ェ ー ン 等 の 重 錘 が 装 着 さ れ た 汚 濁 防 止 膜 を 有 す る 汚 濁 防 止 装 置 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 ダ ム 堤 体 か ら 上 流 側 に 向 か っ て 所 定 の 距 離 だ け 離 れ た 位 置 に ダ ム
堤 体 と 略 平 行 に 設 置 さ れ 、 そ の 汚 濁 防 止 膜 に よ っ て 貯 水 の 底 層 部 よ り 上 方 側 を 、 上 流 側 と
下 流 側 と に 仕 切 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ う し て 上 流 側 河 川 か ら 流 入 す る 水 の 流 れ を 汚 濁 防 止 膜 で 遮 り 、 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 に
滞 留 さ せ る こ と で 、 流 入 し た 水 に 含 ま れ て い る 砂 や 泥 な ど の 汚 濁 成 分 の 沈 降 を 促 進 し た り
、 ま た 下 向 き の 流 れ を 生 じ さ せ 、 濁 り の 原 因 と な る プ ラ ン ク ト ン を 繁 殖 し に く い 無 光 層 へ
移 動 さ せ て 増 殖 を 抑 え た り す る こ と で 、 汚 濁 防 止 膜 の 下 流 側 、 つ ま り 汚 濁 防 止 装 置 と ダ ム
堤 体 間 の 貯 水 の 濁 り を 防 止 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ６ ０ ８ ７ ４ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 上 述 の 汚 濁 防 止 装 置 で は 、 上 流 側 河 川 か ら 濁 り の 少 な い 水 が 流 入 し て い る
平 時 に お い て 、 水 量 調 整 等 の た め に 貯 水 を 放 流 す る 際 、 放 流 に 伴 っ て 生 じ る 上 流 側 河 川 か
ら ダ ム 提 体 へ 向 か う 流 速 の 早 い 水 流 を 、 汚 濁 防 止 膜 で 遮 る こ と に な る た め 、 汚 濁 防 止 膜 に
当 た っ た 水 流 に 乱 れ が 生 じ 、 汚 濁 防 止 膜 の 下 流 側 の 貯 水 を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ る 。 そ し て
、 攪 拌 さ れ 濁 っ た 水 が ダ ム 提 体 の 放 流 ゲ ー ト か ら 放 出 さ れ る た め 、 下 流 側 河 川 の 水 が 濁 り
水 質 を 悪 化 さ せ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ダ ム 貯 水 池 に お け る 放
流 時 の 水 の 濁 り を 抑 え る こ と に よ り 汚 濁 水 の 流 出 を 防 止 し 、 下 流 側 河 川 の 水 質 低 下 を 防 ぐ
汚 濁 防 止 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 上 端 に フ ロ ー ト を 備 え 、 下
端 部 に チ ェ ー ン 等 の 重 錘 を 装 着 し て い る 汚 濁 防 止 膜 を 、 ダ ム 堤 体 か ら 上 流 側 に 距 離 を 設 け
て 前 記 ダ ム 堤 体 と 略 平 行 に 設 置 し 、 貯 水 の 底 層 部 よ り 上 方 側 を 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に て 上 流
側 と 下 流 側 と に 仕 切 る こ と に よ り 、 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防 止 す る 汚 濁 防 止 装 置 で あ っ て
、 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 前 記 フ ロ ー ト の 少 な く と も 一 部 を 、 貯 水 の 底 層 部 よ り も 上 方 に お い て
沈 下 さ せ る こ と に よ り 、 貯 水 の 上 層 部 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 か ら 下 流 側 へ 流 通 さ せ る
よ う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 上 端 に フ ロ ー ト を 備 え 、 下 端 部 に チ ェ ー ン 等 の 重 錘 を
装 着 し て い る 汚 濁 防 止 膜 を 、 ダ ム 堤 体 か ら 上 流 側 に 距 離 を 設 け て 前 記 ダ ム 堤 体 と 略 平 行 に
設 置 し 、 貯 水 の 底 層 部 よ り 上 方 側 を 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に て 上 流 側 と 下 流 側 と に 仕 切 る こ と
に よ り 、 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防 止 す る 汚 濁 防 止 装 置 で あ っ て 、 前 記 フ ロ ー ト の 長 手 方 向
の 一 部 を 浮 沈 式 フ ロ ー ト で 構 成 し 、 こ の 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 水 面 に 浮 上 さ せ た 際 弛 ん だ 状 態
と な る よ う に 余 長 を 持 た せ 、 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 貯 水 の 底 層 部 よ り も 上 方 に お い て 沈
下 さ せ る こ と に よ り 、 貯 水 の 上 層 部 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 か ら 下 流 側 へ 流 通 さ せ る よ
う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ お よ び ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 で 貯 水 を 上 流 側 と 下 流
側 と に 仕 切 り 、 上 流 側 河 川 か ら の 流 入 水 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 で 滞 留 さ せ る こ と で 、
土 や 砂 等 の 汚 濁 成 分 の 沈 降 を 促 進 し 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防 止 す る だ け で な く 、 上 流 側 河
川 か ら 濁 り の 少 な い 水 が 流 入 し て い る 平 時 の 放 流 の 際 に も 、 下 流 側 の 貯 水 の 濁 り を 防 止 し
下 流 側 河 川 へ の 汚 濁 水 の 流 出 を 防 ぐ こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 つ ま り 、 上 流 側 河 川 か ら 濁 り の な い 水 が 流 入 し て い る 平 時 に お い て 貯 水 の 放 流 を 行 な う
場 合 、 前 記 フ ロ ー ト の 少 な く と も 一 部 を 沈 下 さ せ る か 、 ま た は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 沈 下
さ せ 、 貯 水 の 上 層 部 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 の 上 流 側 か ら 下 流 側 へ 流 通 さ せ る よ う に す れ ば 、 流
入 し た 水 を 前 記 汚 濁 防 止 膜 で 遮 る こ と な く 下 流 側 へ ス ム ー ズ に 流 す こ と が で き る の で 、 貯
水 を 攪 拌 す る よ う な 流 れ の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。 こ の た め 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 と ダ ム
堤 体 と の 間 の 貯 水 に 濁 り が 生 じ に く く 、 濁 り の 少 な い 水 を 下 流 側 河 川 に 放 流 で き る よ う に
な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 １ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 前 記 フ ロ ー ト 全 て を 浮 沈 式 に す る こ と で 、
前 記 フ ロ ー ト 全 部 を 沈 下 さ せ る よ う に し て も 良 い し 、 所 定 の 距 離 を 設 け て 複 数 箇 所 を 沈 下
さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 の よ う に 、 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 水 面 に 浮 上 さ せ た
際 に 弛 ん だ 状 態 と な る よ う 余 長 を 持 た せ て お く と 、 沈 下 の 際 、 両 側 の 固 定 式 フ ロ ー ト に 引
張 ら れ に く く な る た め 沈 下 し 易 く な り 、 貯 水 の 上 層 部 の 流 通 を ス ム ー ズ に 行 な う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ
ー ト を 、 空 気 を 充 填 可 能 な 構 成 に し て 給 排 気 す る こ と に よ り 浮 沈 可 能 に し 、 排 気 し た 前 記
フ ロ ー ト の 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 、 少 な く と も 重 錘 の 重 み で 沈 下 さ
せ る よ う に 構 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 ３ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 装 置 の 構 造 が 複 雑 に な ら ず 、 し か も
給 排 気 を 行 な う だ け で 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 浮
沈 さ せ る こ と が 可 能 で あ る た め 、 貯 水 上 層 部 の 流 通 を 手 軽 に 行 え る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 汚 濁 防 止 膜 に お け る 貯 水 の 上 層 部 よ り 下 側 に 該 当 す る
位 置 に 、 横 方 向 に 抗 流 水 圧 ベ ル ト を 装 着 し 、 同 抗 流 水 圧 ベ ル ト の 両 端 を ア ン カ ー 等 に 取 り
付 け て 張 設 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 ４ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 放 流 に 伴 う 流 水 圧 を 前 記 流 水 圧 ベ ル
ト で 持 た せ る こ と が で き る た め 、 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 や 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー
ト を 沈 下 さ せ た 際 、 こ れ ら の 流 水 圧 に よ る 浮 き 上 が り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ ま り 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 が 放 流 に 伴 う 流 水 圧 に よ っ て 下 流 側 へ 押 さ れ る と 、 前 記 抗 流 水
圧 ベ ル ト は 緊 張 状 態 と な り 流 水 圧 に 抗 し て 前 記 汚 濁 防 止 膜 を 支 持 す る 。 こ の 際 、 前 記 汚 濁
防 止 膜 の 前 記 抗 流 水 圧 ベ ル ト よ り 下 側 は 、 重 錘 に よ る 下 向 き の 力 が 作 用 し て い る た め 垂 下
し た 状 態 が 維 持 さ れ る も の の 、 前 記 抗 流 水 圧 ベ ル ト よ り 上 側 は 、 水 流 に よ っ て 前 記 抗 流 水
圧 ベ ル ト を 支 点 と し 下 流 側 に 押 し 倒 す 力 が 作 用 す る た め 、 浮 力 を 失 っ て い る 前 記 フ ロ ー ト
の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 や 浮 沈 式 フ ロ ー ト に は 、 上 向 き （ 即 ち 、 浮 か び 上 が る 方 向 ） の 力 が
作 用 し に く く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 重 錘 を 汚 濁 防 止 膜 の 下 端 部 に 連 続 し て 設 け 、 前 記 重 錘
の 両 端 を 係 留 索 で ア ン カ ー 等 に 取 り 付 け て 張 設 す る こ と に よ り 、 前 記 重 錘 を 流 水 圧 に 抗 す
る テ ン シ ョ ン 部 と す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 ５ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に 前 記 重 錘 を 支 点 と
し て 、 請 求 項 ４ に 記 載 し て い る 前 記 抗 流 水 圧 ベ ル ト の 場 合 と 同 様 の 作 用 を 生 じ さ せ る こ と
が で き る の で 、 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 や 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 沈 下 さ せ た 際 、 こ れ ら
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の 浮 き 上 が り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 つ ま り 、 チ ェ ー ン 等 の 前 記 重 錘 を 汚 濁 防 止 膜 の 下 端 部 に 連 続 し て 設 け 、 前 記 重 錘 の 両 端
を 係 留 索 で ア ン カ ー 等 に 取 り 付 け て 張 設 す る こ と に よ り 、 前 記 汚 濁 防 止 膜 に 対 し て 放 流 に
伴 う 流 水 圧 が 作 用 し た 場 合 、 前 記 重 錘 が 流 水 圧 に 抗 し て 前 記 汚 濁 防 止 膜 を 支 持 す る こ と と
な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 や 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 沈 下 さ せ る と 、 こ れ ら
が 配 設 さ れ て い る 前 記 汚 濁 防 止 膜 は 浮 力 が な い た め 、 前 記 重 錘 を 支 点 と し て 下 流 側 へ 押 し
倒 さ れ た 状 態 と な り 、 上 向 き （ 即 ち 、 浮 か び 上 が る 方 向 ） の 力 が 作 用 し に く く な る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 少 な く と も 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 の 下 端
部 、 ま た は 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 の 汚 濁 防 止 膜 の 上 端 部 の い ず れ か 、 或 は 、
少 な く と も 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト の 下 端 部 、 ま た は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 備 え た 汚 濁 防 止 膜
の 上 端 部 の い ず れ か に 、 チ ェ ー ン 等 の 沈 下 用 補 助 重 錘 を 設 け る こ と を こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 ６ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 少 な く と も 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下
さ せ る 部 分 の 下 端 部 、 ま た は そ の 沈 下 さ せ る 部 分 の 汚 濁 防 止 膜 の 上 端 部 の い ず れ か 、 或 は
、 少 な く と も 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト の 下 端 部 、 ま た は 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 備 え た 汚 濁 防 止
膜 の 上 端 部 の い ず れ か に 、 チ ェ ー ン 等 の 沈 下 用 補 助 重 錘 を 設 け る こ と に よ り 、 下 向 き 、 即
ち 沈 下 さ せ よ う と す る 力 が 加 わ る た め 、 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 や 浮 沈 式 フ ロ
ー ト を 、 よ り 素 早 く 沈 下 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 流 水 圧 に よ る 浮 き 上 が り を よ り 確
実 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 は 、 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ
ー ト を 、 水 面 に 浮 か べ て 設 置 し た 浮 き 子 に 索 で 連 結 す る こ と に よ り 、 前 記 フ ロ ー ト の う ち
沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ ー ト の 沈 下 深 さ を 制 限 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 汚 濁 防 止 装 置 に よ れ ば 、 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は
浮 沈 式 フ ロ ー ト の 沈 下 深 さ を 制 限 す る こ と が で き る た め 、 沈 み す ぎ る こ と が な く 取 り 扱 い
易 く な る 。 ま た 前 記 索 の 長 さ を 、 あ ら か じ め 貯 水 の 上 層 部 の 深 さ に 相 当 す る 長 さ に し て お
く こ と で 、 前 記 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ ー ト の 沈 下 量 の 調 整
を 行 な わ な く て 済 む た め 、 沈 下 作 業 を 簡 単 に 行 え る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 の よ う な 手 段 を も っ て 為 さ れ る 本 発 明 の 汚 濁 防 止 装 置 に は 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ． 平 時 に お け る 放 流 の 際 、 上 流 側 河 川 か ら 流 入 し て い る 濁 り の 少 な い 水 を 、 ダ ム 堤 体
の 放 流 ゲ ー ト に ス ム ー ズ に 導 く こ と が で き る た め 、 貯 水 を 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ ず 貯 水 に 濁
り が 発 生 し な い 。 し た が っ て 濁 り の な い 水 を 放 流 で き る た め 、 濁 水 に よ る 下 流 側 河 川 の 水
質 低 下 が な く 、 放 流 に 伴 う 自 然 環 境 へ の 負 荷 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ２ ． 汚 濁 防 止 膜 に 横 方 向 に 抗 流 水 圧 ベ ル ト を 取 り 付 け た り 、 下 端 部 の 重 錘 を テ ン シ ョ ン
部 と し た り す る こ と で 、 フ ロ ー ト を 沈 下 さ せ る 部 分 や 浮 沈 式 フ ロ ー ト を 沈 下 さ せ た 際 、 こ
れ ら の 浮 き 上 が り を よ り 確 実 に 防 止 で き る た め 、 貯 水 上 層 部 の 流 通 を ス ム ー ズ に 行 な え 安
定 し た 放 流 が 可 能 と な る 。 さ ら に 沈 下 用 補 助 重 錘 を 取 付 け る と 、 フ ロ ー ト を 沈 下 さ せ る 部
分 や 浮 沈 式 フ ロ ー ト が 素 早 く 沈 下 し 、 し か も 浮 き 上 が り に く く な る た め 、 よ り 安 定 し た 放
流 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ３ ． 浮 き 子 を 水 面 に 浮 か べ て 設 置 し 、 こ の 浮 き 子 と フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若
し く は 浮 沈 式 フ ロ ー ト と を 索 で 連 結 し て 沈 下 深 さ を 制 限 し て お け ば 、 こ れ ら が 沈 み す ぎ る
こ と が な い た め 手 軽 に 作 業 が 行 え 、 扱 い 易 い 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  ４ ． 放 流 を 行 な わ な い 場 合 に 、 フ ロ ー ト の う ち 沈 下 さ せ る 部 分 、 若 し く は 浮 沈 式 フ ロ ー
ト を 沈 下 さ せ る と 、 通 船 ゲ ー ト と し て 利 用 す る こ と で き る た め 、 装 置 に 別 途 通 船 ゲ ー ト を
設 け る 必 要 が な く 、 構 造 の 簡 略 化 を 図 る こ と が で き 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
  以 下 に 、 本 発 明 に か か る 汚 濁 防 止 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 １ ～ １ ０ を 参 照 し つ つ
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 汚 濁 防 止 装 置 １ は 、 上 端 に フ ロ ー ト ５ を 備 え 、 下 端 部 に
ウ エ イ ト チ ェ ー ン ３ を 備 え た 汚 濁 防 止 膜 ２ を 有 す る も の で 、 ダ ム 堤 体 Ｄ か ら 上 流 側 に 所 定
の 距 離 を 設 け て ダ ム 堤 体 Ｄ と 略 平 行 に 設 置 さ れ て い る 。 こ う し て 汚 濁 防 止 膜 ２ で 、 貯 水 の
底 層 部 よ り も 上 方 を 上 流 側 と 下 流 側 と に 仕 切 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 汚 濁 防 止 膜 ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ を 連 結 し 長 さ を 延 長 し
た も の で 、 各 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ に は 、 フ ロ ー ト ５ を 構 成 し て い る 細 長 い 長 尺 の フ ロ ー ト
単 体 （ ５ ａ ま た は ５ ｂ の 符 号 を 付 し た も の ） と 、 ウ エ イ ト チ ェ ー ン ３ を 構 成 し て い る ウ エ
イ ト チ ェ ー ン 単 体 ３ ａ と が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ロ ー ト 単 体 は 、 浮 沈 式 の フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ と 固 定 式 の フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ と が あ り 、 中
央 部 分 に 配 置 さ れ て い る ２ つ の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ に は 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ が 配 設 さ
れ て お り 、 残 り の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ に は 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ が 配 設 さ れ て い る 。 そ
し て 、 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ を 有 す る 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ が 連 続 し て 配 置 さ れ て い る 部
分 の 一 部 に 、 フ ロ ー ト 単 体 の 代 り に 通 船 ゲ ー ト ２ １ を 設 け た 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ が 介 設 さ
れ て お り 、 メ ン テ ナ ン ス 等 を 行 う 作 業 船 の 通 行 を 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 タ ー ポ リ ン を 細 長 い 袋 状 に 縫 製
し 、 そ の 中 に 浮 力 体 と し て 直 径 約 ４ ０ ０ ｍ ｍ の 円 柱 状 の 発 泡 ス チ ロ ー ル Ｆ を 寝 か せ た 状 態
で 収 納 し た も の で 、 常 時 水 面 に 浮 か ん だ 状 態 に な っ て い る 。 一 方 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５
ａ は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 耐 候 性 等 の 物 性 を 備 え た 合 成 ゴ ム 製 の 直 径 約 ４ ０ ０ ｍ ｍ
の 円 形 断 面 を 有 す る ゴ ム チ ュ ー ブ で 、 内 部 に 空 気 を 出 し 入 れ で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ ・ ５ ｂ ど う し は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 連 結 金 具 ６ を 介 し て 連 結
さ れ て お り 、 各 連 結 金 具 ６ に は そ の 自 重 に よ っ て 連 結 部 が 沈 ま な い よ う に す る た め 、 箱 型
の Ｆ Ｒ Ｐ （ 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） 製 の 補 助 フ ロ ー ト ７ が 、 両 面 か ら 挟 み 込 む よ う に 取 付
け ら れ て い る （ 図 ５ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ ・ ５ ｂ に は 、 引 張 強 度 ８ ０ ０ ｋ ｇ ｆ ／ ３ ｃ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 製 シ ー
ト で 形 成 さ れ て い る 横 長 の 長 方 形 状 の 膜 体 が 、 下 端 が 水 深 １ ０ ～ １ ５ ｍ に 達 す る よ う な 長
さ で 吊 設 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 膜 体 は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 格 子 状 に 補 強 ベ ル
ト ８ が 縫 着 さ れ て お り 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 下 端 部 に は エ ポ キ シ タ ー ル 塗 装 が 施 さ
れ た ウ ェ イ ト チ ェ ー ン ３ ａ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 隣 合 う 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ の 膜 体 ど う し は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 側 端 部
ど う し を 紐 で 結 び 合 い 連 結 す る と と も に 、 横 向 き の 補 強 ベ ル ト ８ の 端 部 に 取 り 付 け て い る
Ｄ 管 １ ０ に シ ャ ッ ク ル １ １ を 取 り 付 け 補 強 ベ ル ト ８ ど う し を 連 結 す る こ と で 繋 が れ て い る
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。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ の 膜 体 に は 、 横 向 き の 補 強 ベ ル ト ８ と 平 行 に 、 帯 状 の ポ リ エ ス
テ ル 製 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ が 縫 着 さ れ て い る 。 隣 合 う 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ に 設 け ら れ て い
る 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ ど う し は 、 補 強 ベ ル ト ８ と 同 様 に 端 部 の Ｄ 管 １ ０ ど う し を シ ャ ッ ク
ル １ １ で 連 結 し て 繋 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ う し て 連 結 さ れ て い る 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ の 両 端 は 、 岸 に 設 置 さ れ た ア ン カ ー ブ ロ ッ
ク １ ２ に ロ ー プ １ ３ で そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ 張 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 一 方 の 岸 Ｂ に は 、 給 気 用 の コ ン プ レ ッ サ ー １ ４ が 設 置 さ れ て お り 図 ２ 参 照 ） 、 コ
ン プ レ ッ サ ー １ ４ に 一 端 が 接 続 さ れ 対 岸 に 向 か っ て 延 び る 給 排 気 ホ ー ス １ ５ は 、 途 中 で 分
岐 さ れ て 、 図 ７ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に コ ン プ レ ッ サ ー １ ４ の あ る 岸 Ｂ に 近 い 方 の 浮 沈
式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 端 部 と 、 隣 の 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 反 対 側 の 端 部 （ コ ン プ レ ッ
サ ー １ ４ が あ る の と は 反 対 側 の 岸 Ｂ に 近 い 方 ） に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。 こ の 給 排 気 ホ
ー ス １ ５ の 陸 上 部 分 に は 、 排 気 バ ル ブ １ ５ ａ と 給 排 気 切 替 バ ル ブ １ ５ ｂ と が 介 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ は 連 結 部 に お い て 、 端 部 ど う し が 短 い 連 通 ホ ー ス １ ８ で
連 結 さ れ 、 空 気 が 両 方 の 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ 内 部 を 流 通 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 各 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 近 傍 に は 、 内 部 に 浮 力 体 が 収 納 さ れ 常 時 水 面 に 浮 い た
状 態 の 浮 き 子 １ ９ が 設 置 さ れ て お り 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ と 長 さ 約 ３ ｍ の ロ ー プ ２ ０
で 連 結 さ れ て い る （ 図 １ お よ び 図 ２ 参 照 ） 。 こ の ロ ー プ ２ ０ の 長 さ は 、 上 流 側 河 川 の 水 深
や 流 入 す る 水 の 状 態 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ が 配 設 さ れ た 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ と 、 通 船 ゲ ー ト ２ １ と
が 配 設 さ れ た 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ と の 間 に は 、 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ の 強 度 を 低 く 設 定 し た
汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ が 配 置 さ れ て お り 、 装 置 に 想 定 し た 以 上 の 流 水 圧 が 作 用 し た 場 合 、 初
め に こ の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ が （ ブ レ ー カ ー フ ェ ン ス と も 言 う ） が 破 損 し 、 装 置 の 耐 久 性
の 目 安 と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ が 破 損 す れ ば 装 置 を 回
収 し 、 そ れ 以 上 の 装 置 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 こ の 汚 濁 防 止 装 置 １ の 操 作 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ダ ム の 放 流 を 行 な わ な い と き に は 、 フ ロ ー ト ５ を 水 面 に 浮 上 さ せ 、 汚 濁 防 止 膜 ２ で 貯 水
の 底 層 部 よ り 上 方 を 上 流 側 と 下 流 側 と に 仕 切 る （ 図 １ 参 照 ） 。 そ し て 、 上 流 側 河 川 か ら 流
入 す る 水 を 汚 濁 防 止 膜 ２ の 上 流 側 に 滞 留 さ せ て 、 水 に 含 ま れ て い る 土 や 砂 な ど の 濁 り 成 分
の 沈 降 を 促 し 、 汚 濁 防 止 膜 ２ の 下 流 側 の 貯 水 が 濁 ら な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 上 流 側 河 川 か ら 濁 り の 少 な い 水 が 流 入 し て い る よ う な 平 時 に お い て 放 流 を 行 う
場 合 に は 、 放 流 ゲ ー ト Ｇ を 開 く 前 に 排 気 バ ル ブ １ ５ ａ を 開 状 態 に す る （ こ の と き 給 排 気 切
替 バ ル ブ １ ５ ｂ は 閉 状 態 ） 。 す る と 、 二 本 の 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ 内 部 の 空 気 が 、 給 排
気 ホ ー ス １ ５ を 通 し て 排 気 バ ル ブ １ ５ ａ か ら 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ う し て 二 本 の 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 浮 力 を 低 下 さ せ る こ と で 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単
体 ５ ａ 等 の 自 重 、 ウ エ イ ト チ ェ ー ン ３ の 重 み に よ っ て 沈 下 さ せ る 。 沈 下 し た 浮 沈 式 フ ロ ー
ト 単 体 ５ ａ は 、 水 面 の 浮 き 子 １ ９ と 約 ３ ｍ の 長 さ の ロ ー プ ２ ０ で 連 結 さ れ て い る た め 、 図
８ に 示 す よ う に 、 水 深 約 ３ ｍ の 位 置 で 停 止 す る 。 す る と 汚 濁 防 止 膜 ２ で 仕 切 ら れ て い た 貯
水 の 上 層 部 が 、 上 流 側 と 下 流 側 と で 流 通 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 状 態 で ダ ム 堤 体 の 放 流 ゲ ー ト Ｇ を 開 く と 、 上 流 側 河 川 か ら 流 入 し て い る 濁 り の 少 な
い 水 は 、 沈 下 し て い る 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 上 側 を 通 り 、 放 流 ゲ ー ト Ｇ に ス ム ー ズ に
導 か れ る 。 こ の た め 貯 水 を 濁 ら せ る よ う な 攪 拌 す る 流 れ が 生 じ ず 、 濁 り の 少 な い 澄 ん だ 水
を 下 流 側 河 川 へ 放 流 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 貯 水 の 放 流 時 に は 、 上 流 側 か ら 放 流 ゲ ー ト Ｇ へ 向 か う 流 速 の 早 い 水 流 が 発 生 し て い
る た め 、 汚 濁 防 止 膜 ２ は こ の 流 水 に よ る 大 き な 流 水 圧 を 受 け る こ と と な る 。 そ し て 、 汚 濁
防 止 膜 ２ は 、 流 水 圧 に よ っ て 下 流 側 に 押 さ れ る も の の 、 両 端 を 両 岸 Ｂ の ア ン カ ー １ ２ に 取
り 付 ら れ 張 設 さ れ て い る 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ に よ っ て 流 水 圧 に 抗 す る よ う に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に よ っ て 抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ よ り 下 側 の 汚 濁 防 止 膜 ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ウ エ
イ ト チ ェ ー ン ３ の 重 さ に よ っ て 、 ほ ぼ 真 下 に 向 か っ て 吊 設 さ れ た 状 態 を 維 持 し て い る が 、
抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ の 上 側 の 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ （ 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ 含 む ） に は 、
抗 流 水 圧 ベ ル ト ２ ２ を 支 点 と し て 下 流 側 に 押 し 倒 す よ う な 力 が 作 用 す る 。 し た が っ て 、 上
方 向 の 力 が 作 用 し に く く な る た め 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ２ ａ は 浮 き 上 が に く い 状 態 と な る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 場 合 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 下 端 部 や 汚 濁 防 止 膜 単 体 ２ ａ の 上 端 部 に 、 沈 下 用
の 補 助 重 錘 と し て ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク ９ を 取 り 付 け て お く と 、 よ り 確 実 に 流 水 圧 に よ る 浮 き
上 が り を 防 止 す る こ と が で き る （ 図 ６ （ ｂ ） 参 照 ） 。 ま た 二 本 の 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ２ ａ
の 中 央 部 近 傍 、 つ ま り 連 結 部 付 近 の ウ エ イ ト ブ ロ ッ ク ９ の 重 さ を 重 く し た り 、 ピ ッ チ を 狭
く し て 配 置 し て お く と 、 沈 下 さ せ る 際 に 中 央 部 分 か ら 沈 下 が 始 ま り 、 給 排 気 ホ ー ス １ ５ が
接 続 さ れ て い る 両 側 か ら ス ム ー ズ に 空 気 を 排 出 さ せ る こ と が で き る た め 、 空 気 が 内 部 に 残
留 す る こ と も な く 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ２ ａ を 確 実 、 且 つ 素 早 く 沈 下 さ せ る こ と が 可 能 と
な る 。 さ ら に 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ２ ａ と 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ と の 連 結 部 が 、 浮 沈 式
フ ロ ー ト 単 体 ２ ａ の 沈 下 に 伴 っ て 沈 む こ と を 防 止 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 放 流 が 終 わ れ ば 放 流 ゲ ー ト Ｇ を 閉 じ 、 排 気 バ ル ブ １ ５ ａ を 閉 状 態 に す る と と も に 、 給 排
気 切 替 バ ル ブ １ ５ ｂ を 開 状 態 に し 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ４ を 駆 動 す る 。 そ し て 、 給 排 気 ホ ー
ス １ ５ か ら 圧 縮 空 気 を 各 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ に 供 給 し て 浮 力 を 与 え 水 面 に 浮 上 さ せ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 本 実 施 形 態 で は 、 通 船 ゲ ー ト ２ １ を 設 け て い る が 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ を 沈 下
さ せ て 作 業 船 を 通 行 さ せ る よ う に す れ ば 、 通 船 ゲ ー ト ２ １ を 省 略 で き 構 造 を シ ン プ ル に す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ て い る 汚 濁 防 止 装 置 は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体
５ ａ の 長 手 方 向 の 長 さ を 、 水 面 に 浮 上 し た 際 弛 ん だ 状 態 に な る よ う に 余 長 を 持 た せ て お く
こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ の 長 手 方 向 の 全 長 に わ た っ て 取 り 付 け
ら れ て い る 汚 濁 防 止 膜 に 、 そ の 横 方 向 の 長 さ よ り も 短 い 抗 流 水 圧 ベ ル ト を 、 汚 濁 防 止 膜 単
体 の 余 長 分 を 折 り 畳 ん だ 状 態 で 縫 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ う し て 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ に 余 長 を 持 た せ て お く こ と で 、 沈 下 す る 際 、 両 側 の 固
定 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ｂ に 引 張 ら れ に く く な り ス ム ー ズ に 沈 め る こ と が で き る 。 ま た こ の よ
う な 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 ５ ａ に 取 り 付 け て い る 汚 濁 防 止 膜 は 、 上 側 部 分 に だ け 余 長 を 持 た
せ る よ う に し て も 良 く 、 例 え ば 、 抗 流 水 圧 ベ ル ト よ り 上 側 の 汚 濁 防 止 膜 単 体 を 逆 台 形 状 に
し て 上 側 を 幅 広 の も の と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た フ ロ ー ト を 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 の み で 構 成 し て 、 フ ロ ー ト 全 体 を 沈 下 さ せ て 、 貯
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水 上 層 部 を 流 通 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ れ か ら 抗 流 水 圧 ベ ル ト の 代 わ り に 、 ウ エ イ ト チ ェ ー ン の 両 端 を ロ ー プ 等 で 陸 上 の ア ン
カ ー に 取 り 付 け て 張 設 す る こ と で 、 抗 流 水 圧 用 の テ ン シ ョ ン 部 と し た 場 合 に も 、 抗 流 水 圧
ベ ル ト と 同 じ よ う に 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 等 の 浮 き 上 が り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 方 、 放 流 に 伴 う 水 流 の 速 度 が 遅 い な ど 、 汚 濁 防 止 膜 に か か る 流 水 圧 が 弱 い 場 合 に は 、
汚 濁 防 止 膜 の 自 重 や ウ エ イ ト チ ェ ー ン の 重 み で 、 沈 下 し た 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 の 浮 き 上 が
り を 防 止 す る こ と が で き る の で 、 抗 流 水 圧 ベ ル ト を 省 い て 構 造 を シ ン プ ル に す る こ と が で
き る 。 こ の 場 合 、 汚 濁 防 止 膜 は 膜 体 に 設 け た 補 強 ベ ル ト （ テ ン シ ョ ン ベ ル ト ） や フ ロ ー ト
等 の 両 端 を ア ン カ ー ロ ー プ 等 で 岸 の ア ン カ ー ブ ロ ッ ク 等 に 係 留 し て お く 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 を 沈 下 さ せ る 場 合 に は 、 内 部 の 空 気 を 排 出 し て 浮 力 を 失 わ
せ 、 自 重 や ウ エ イ ト チ ェ ー ン の 重 み で 沈 下 さ せ る が 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 が 配 設 さ れ て い
る 汚 濁 防 止 膜 単 体 ど う し の 連 結 部 近 傍 に 位 置 す る ウ エ イ ト チ ェ ー ン を 重 く し た り 、 二 重 に
設 け る な ど し て お く と 、 前 記 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 を 確 実 、 且 つ 素 早 く 沈 下 さ せ る こ と が で
き る 。 つ ま り 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 の 空 気 を 排 出 し て 浮 力 を 失 わ せ る と 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト
単 体 の 連 結 部 分 か ら 沈 下 が 始 ま り 、 給 排 気 ホ ー ス が 接 続 さ れ て い る 両 側 か ら 、 空 気 を 残 留
さ せ る こ と な く ス ム ー ズ に 排 出 さ せ る こ と が で き る か ら で あ る 。 さ ら に 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト
単 体 と 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体 と の 連 結 部 が 、 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 の 沈 下 に 伴 っ て 沈 む こ と を
防 止 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ れ か ら 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 の 沈 下 深 さ を 、 供 給 す る 空 気 量 に よ っ て 調 節 し て も 良 く 、
こ の 場 合 に は 、 浮 き 子 を 過 剰 な 沈 下 を 抑 え る 安 全 装 置 と し て 用 い る こ と も で き る 。 ま た 排
気 バ ル ブ や 給 排 気 切 替 バ ル ブ の 数 や 位 置 は 任 意 に 設 定 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 こ れ ら の
バ ル ブ を フ ロ ー ト に 取 り 付 け て 水 上 に 配 置 す る よ う に し 、 遠 隔 操 作 に よ り 作 動 さ せ る 構 成
と す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 汚 濁 防 止 装 置 の 設 置 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 汚 濁 防 止 装 置 と ダ ム 堤 体 と の 配 置 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 汚 濁 防 止 装 置 の フ ロ ー ト お よ び 汚 濁 防 止 膜 部 分 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 図 ３ に お け る Ａ 部 の 部 分 拡 大 図 で 、 （ ｂ ） は 図 ３ に お け る ｘ － ｘ 方 向 矢
視 図 で 、 （ ｃ ） は 図 ３ に お け る Ｂ 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は フ ロ ー ト 単 体 ど う し の 連 結 部 の 平 面 図 で 、 （ ｂ ） は 図 ３ に お け る Ｃ 部 の
部 分 拡 大 図 で 、 （ ｃ ） は 図 ３ に お け る Ｄ 部 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 図 ３ に お け る Ｅ 部 の 部 分 拡 大 図 で 、 （ ｂ ） は 汚 濁 防 止 膜 上 部 に ウ エ イ ト
ブ ロ ッ ク を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 汚 濁 防 止 膜 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 給 排 気 ホ ー ス の 配 置 を 示 す 説 明 図 で 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る ｙ － ｙ 方
向 矢 視 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 を 沈 下 さ せ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 貯 水 を 放 流 し た 場 合 の 汚 濁 防 止 膜 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 余 長 を 持 た せ た 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体 を 、 水 面 に 浮 か べ た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ 　 汚 濁 防 止 装 置
　 ２ 　 汚 濁 防 止 膜
　 ３ 　 ウ エ イ ト チ ェ ー ン
　 ５ 　 フ ロ ー ト
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　 ５ ａ 　 浮 沈 式 フ ロ ー ト 単 体
　 ５ ｂ 　 固 定 式 フ ロ ー ト 単 体
　 １ ４ 　 ア ン カ ー
　 １ ９ 　 浮 き 子
　 ２ ２ 　 抗 流 水 圧 ベ ル ト
　 Ｄ 　 ダ ム 堤 体

　

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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